
令和 6年度名古屋市教育委員会 協議題第 14 号 

不登校児童生徒の多様な学びの保障 

に向けた支援方策（案）について 
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１ 策定の趣旨 

  全国的に不登校児童生徒数が増加し続けている中、令和５年３月に文

部科学省から「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

（COCOLO   プラン）」が示されるなど、支援の方向性も変化している。 

  このような状況を踏まえ、本市において、令和４年３月に策定した

「不登校未然防止及び不登校児童生徒支援の方策」に基づく取組を継続

しつつ、誰一人取り残されない学びの保障を図るため、不登校児童生徒

の多様な学びの保障に向けた支援方策「 Nagoya HEART Plan         （なごやハ

ートプラン）」を策定するもの。 

２ 「今後の不登校施策に関する有識者等会議」における主な意見等 

区 分 内 容 

概 要 
学識経験者、保護者代表、学校関係者等より、今後の不登校

施策に関する意見を聴取 

経 過 

○令和６年５月から１１月にかけて６回開催 

○令和６年１１月に「今後の不登校施策に関する有識者等会

議まとめ」を受領 

主な意見 

○子どもたちが行きたくなる学校づくり 

 ・授業を改善することは、学習に不安を感じている児童生

徒をはじめ、子ども一人一人が主体的に学習に取り組む

ことにもつながる 

 ・知識を増やすだけの研修ではなく、子どもとの接し方や

対応の仕方を学ぶことも必要 

○多様な教育機会の確保 

 ・小学校段階で早期介入できる体制を整えることが今後の

課題 

 ・校内の教室以外の居場所づくりは、中学校での全校設置

を進めるとともに、小学校でつまずく子どもに対しても

早めに支援することが重要 

 ・アウトリーチ支援は、教員や保護者の認知度が低いため

もっと周知が必要 
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 ・ハートフレンドなごやとなごやフレンドリーナウの特徴

を活かしながら、横のつながりと縦のつながりを充実さ

せていくべき 

 ・メタバースを活用した支援は、子どもの安全管理を含め

たリスクマネジメントやルール設計を考える視点が重要

 ・市立高等学校の学校の枠を越えた学びは、将来的な選択

を広げる意味でも、キャリアの観点からも非常に興味深

い取組である 

 ・多様な教育機会の確保として「市立学びの多様化学校」

を設置する意義はあるが、議論すべき内容がかなり多岐

に渡るため、別の場で議論すべき 

 ・夜間中学における不登校学齢生徒の受入れは、歳の離れ

た異年齢交流により自己肯定感が高まることも期待でき

る一方で、夜間に通学することの安全面などの課題があ

り、引き続き検討が必要 

○保護者支援・学校外の専門機関等との連携 

 ・保護者交流の場づくりは、保護者同士が支え合えるきっ

かけになるが、実施にあたっては、専門家のサポートを

受けられる体制を整えていくべき 

 ・公的機関との連携は、学校と教育行政、福祉がつながっ

ていくことは必須であるが、「つながる」ためには「つ

なげる」役割を担うものが必要 

 ・民間団体（施設）との連絡会が形骸化しないよう、市と

民間団体（施設）が同じ方向を向いて情報共有やネット

ワークづくりの具体化を図っていくべき 
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３ Nagoya HEART Plan         （なごやハートプラン）（案）の概要 

（１）目標 

  ○児童生徒一人一人の思いや願いを尊重し、全ての児童生徒に多様な

学びの場を確保すること 

  ○児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立できるよう

にすること 

（２）取組 

  ア 子どもたちが行きたくなる学校づくり 

施策１  魅力ある学校づくり 

○「ナゴヤ学びのコンパス」が目指す「子ども中心の学

び」や重視したい学びの姿の実現を図ります 

○ナゴヤ・スクール・イノベーション事業を推進し、「個

別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図

る授業改善を進めます 

施策２  教職員の意識改革 

○「ナゴヤ学びのコンパス」が目指す教育の実現のために

大人が大切にしたいことを浸透させ、教職員研修の充実

を図ります 

○チーム学校による教育的、心理的、福祉的取組で組織的

支援を進めます 

 イ 多様な教育機会の確保 

施策３  なごや子ども応援委員会・学校と専門機関等との連携 

 ○なごや子ども応援委員会は、学校と専門機関等をつなぐ

コーディネーターとして、学校と協働しながら、子ども

一人一人の状況や関係者の状況に応じた適切な支援を行

います 

○低年齢の子どもや外国にルーツをもつ子ども等への支援

の充実を図ります 
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施策４  校内の教室以外の居場所づくり 

○教室へ入れない児童生徒が安心して過ごせる校内の教室

以外の居場所づくりを進めます 

施策５  訪問相談、対面指導、アウトリーチ支援 

○教員・なごや子ども応援委員会専門職・ハートフレンド

なごや相談員による訪問相談、対面指導を行います 

○自宅から外へ出ることが難しい児童生徒に対して、なご

や子ども応援委員会と学校が協働し、様々な機関が実施

するアウトリーチ支援につなげます 

施策６  教育支援センターの機能拡充 

○ＩＣＴ・通信環境の整備を進め、児童生徒の社会的自立

に資する支援の充実を図ります 

○関係機関等との相互連携により、不登校児童生徒や保護

者への切れ目のない組織的な支援を進めます 

施策７  ＩＣＴを活用した学習支援 

○自宅や校内の教室以外の居場所におけるオンライン学習

プログラムによる学習支援を継続します 

○教育用メタバースを活用した支援を行います 

施策８  高等学校等の生徒を含めた支援 

○生徒が自らの学びを選択し、継続することができるよう、

柔軟で質の高い学びの保障を進めます 

今後の検討事項  

○学びの多様化学校の設置 

○夜間中学における不登校学齢生徒の受入れ 
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  ウ 保護者支援・学校外の専門機関等との連携 

施策９  保護者への支援 

○保護者がより相談しやすい総合相談窓口の機能強化を行

います 

○保護者同士が交流する場づくりを進めます 

施策１０ 教育と福祉の連携 

○教育委員会、子ども青少年局、健康福祉局など部局を越

えた連携を進めます 

施策１１ 民間団体（施設）との連携 

○民間団体（施設）と教育委員会及び学校との連携を進め

ます 

今後の検討事項 

○民間団体（施設）や保護者への経済的支援 

４ 今後の予定 

区 分 内 容 

令和７年１～２月 パブリックコメントの実施 

３月 策定、公表 
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＜参考＞今後の不登校施策に関する有識者等会議 

○委員  

（敬称略） 

氏 名 所 属 等 

坪井 裕子 
名古屋市立大学大学院人間文化研究科 教授 

（臨床心理士・公認心理師） 

伊藤美奈子 
奈良女子大学研究院生活環境科学系 教授 

（臨床心理士・公認心理師） 

茨木 泰丈 公益社団法人学校教育開発研究所 理事 

尾関 利昌 名古屋市立小中学校ＰＴＡ協議会 会長 

原  和輝 名古屋市立八王子中学校 校長 

河上 賢太 名古屋市立大森中学校 教諭 

横井 裕人 
名古屋市教育委員会事務局 

新しい学校づくり推進部長 

○臨時委員 

（敬称略） 

氏 名 所 属 等 

入江 優子 
東京学芸大学 准教授 

（学びの多様化学校） 

長谷川元洋 
金城学院大学 教授 

（ＩＣＴを活用した学習支援） 

桒原 航大 
不登校支援センター 理事 

（不登校児童生徒及び保護者支援） 
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○会議実績 

区 分 主な内容 

第１回 

令和６年５月２４日

○子どもたちが行きたくなる学校づくり 

・魅力ある学校づくり 

・教職員の意識改革 

第２回 

６月２１日 

○多様な教育機会の確保 

 ・学びの多様化学校の設置 

 ・校内の教室以外の居場所づくり 

 ・ＩＣＴを活用した学習支援 

第３回 

７月１６日

○多様な教育機会の確保 

 ・夜間中学における不登校学齢生徒の受入れ 

 ・教育支援センターの拡充 

 ・高等学校等の生徒を含めた支援 

第４回 

９月９日

○多様な教育機会の確保 

 ・なごや子ども応援委員会・学校と専門機関

等との連携 

 ・訪問相談、対面指導、アウトリーチ支援 

○保護者支援・学校外の専門機関等との連携 

 ・保護者への支援 

第５回 

１０月２５日

○保護者支援・学校外の専門機関等との連携 

 ・公的機関との連携 

 ・民間団体（施設）との連携 

〇その他不登校児童生徒支援につながる事業 

第６回 

１１月１３日
〇検討事項総括 


















































